
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

室 名 
面積 

（㎡） 

定員 

（人） 

講 堂 152.50 130 

講 座 室 91.10 65 

実 習 室 58.13 30 

会 議 室 42.14 30 

和 室 37.70  25 

図 書 室 43.89 － 

旭
川
市
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フ
ァ
イ
ル
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春
光
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公
民
館 

 

第 1 ４ 号 

平成２８年２月１日発行 

旭 川 市 教 育 委 員 会 

公 民 館 事 業 課 

旭川市 神楽 ３条 ６丁目 

電 話 （ 6 1 ） ６ １ ９ ４ 

春光台公民館 

住 所 旭川市春光台３条３丁目 

４番１４号 

電 話・FAX  ５３－５６２０ アクセスＭＡＰ 

  

 

 

 

次
号
の 

「
み
ん
な
の
あ
さ
ひ
か
わ 

こ
う
み
ん
か
ん
」
は 

平
成
28
年
夏 

発
行
予
定
で
す
。 －１－ －４－ 

公民館の部屋 

春光台公民館は，地域住民の強い要望により昭和６０年１月に開設され，昨年，３０周年を迎えま

した。平成２６年４月からは旭川市の公民館で２番目となる指定管理者制度を導入し，オール春光台

ともいえる「旭川市春光台公民館運営理事会」を組織して運営しています。とはいえ，当公民館を活

動拠点としている団体の「春光台公民館サークル連絡協議会」をはじめとする多くの利用者の皆様に

ご協力をいただいています。 

 指定管理者制度により，地域活性化事業にも力を入れ５つの事業を実施しています。その一つ目は

「子ども囲碁・将棋・百人一首」で前年度の夏休み以降，毎回参加者が増えています。中にはわずか

数日で百人一首の札すべてを覚える小学生もいて，老若男女の「百人一首地域交流会」を企画し，カ

ルタとお汁粉で親交を深めました。（写真右）  

二つ目は青少年事業の「キャンドルの夕べ」で，今年度は９０名の参加者で賑わいました。三つ目

は地域再発見講座の「風のギャラリー探索講座」で，北海道療育園に設置されている彫刻群を見学さ

せていただきました。四つ目は同じく「水芭蕉観察講座」で，春光台公園の水芭蕉を多くの参加者で

観察しました。例年は５月１日頃が観察に最適ということですので個人的にでもどうぞ。 

五つ目は健康関係講座で「ウォーキング教室」を開設しました。前年度は１回目に地域の春光台公

園を，２回目は永山～秋月橋河畔を歩き，本年度は１回目に科学館～旭西橋河畔を，２回目は地域の

療育園まで散策しました。次年度は秋月橋～旭西橋河畔を歩き３年がかりで永山～科学館の踏破をめ

ざそう‥とか？ 

 その他の春光台公民館の人気講座紹介：偶数月に行われる「子育てひろば，れっつクック」は米粉，

餅粉を使いおやつを作り食べ，親子で交流を図ります。１２月は「親と子のふれあい講座：読み聞か

せともちつき」で，いずれも好評なため受付初日で定員オーバーとなっている状況です。（写真左） 

 

旭
川
市
の
「
公
民
館
事
業
課
」
に
は
14
館
の
公
民

館
（
本
館
）
と
、
そ
の
公
民
館
を
統
括
し
運
営
・
維

持
管
理
等
を
行
う
事
業
係
が
あ
り
ま
す
。 

14
公
民
館
は
そ
れ
ぞ
れ
の
館
に
て
様
々
な
主
催

事
業
や
貸
館
業
務
、
分
館
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

事
業
係
は
公
民
館
及
び
神
楽
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
の
管
理
業
務
の
他
に
も
「
旭
川
市
百
寿
・
シ
ニ
ア

大
学
文
化
祭
」
や
「
旭
川
市
民
１
０
０
０
人
の
大
合

唱
」
と
い
っ
た
旭
川
市
全
市
（
全
公
民
館
）
を
対
象

に
し
た
事
業
や
「
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
学
習
会
」
な
ど
公
民
館
主

催
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
養
成
講
座
を
経
て
集
ま
っ

た
講
師
陣
に
よ
る
講
座
、
そ
し
て
フ
ィ
ー
ル
旭
川
７

階
に
あ
る
「
シ
ニ
ア
大
学
・
大
学
院
」
な
ど
の
事
業

を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）
に
は
教
育
大
旭
川
校

の
学
生
と
と
も
に
、
大
学
生
の
自
主
企
画
事
業
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
各
公
民
館
の
様
々
な
事

業
に
半
年
間
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
て
い
た
学
生
が
、
最
後
に
自
分
達
で
事
業

の
企
画
・
運
営
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
年
度

は
９
名
の
学
生
が
企
画
し
た
「
燃
え
る
冬
！
み
ん
な

で
雪
遊
び
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
13
名
の

小
学
生
が
学
生
と
一
緒
に
雪
合
戦
や
雪
だ
る
ま
作

り
を
し
ま
し
た
。
冬
の
寒
い
日
で
し
た
が
、
子
ど
も

達
は
皆
、
思
い
切
り
体
を
動
か
し
て
、
大
変
楽
し
そ

う
で
し
た
。 

今
後
行
う
事
業
は
、
平
成
28
年
２
月
21
日
（
日
）
に

一
般
財
団
法
人
森
林
林
業
振
興
会
と
共
催
で
行
う
「
ふ

ゆ
ハ
イ
キ
ン
グ
in
見
本
林
」
で
す
。
こ
の
事
業
は
小
学

生
と
保
護
者
が
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
見
本
林
の

中
を
散
策
し
、
途
中
で
樹
木
の
測
量
体
験
な
ど
を
行
う

平
成
24
年
度
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
講
座
で
す
。
今
年

度
は
、
旭
川
市
ス
ポ
ー
ツ
課
と
も
共
催
し
、「
旭
川
市
民

体
育
の
日
（
冬
季
）」
に
実
施
さ
れ
る
「
冬
の
み
ん
な
の

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
。 

平
成
28
年
２
月
27
日
（
土
）
と
３
月
５
日
（
土
）
に

は
シ
ニ
ア
大
学
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
平
成
28
年
度

の
新
入
学
者
の
申
込
み
は
４
月
５
日
（
火
）
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
込
み
詳
細
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
は
広
報

あ
さ
ひ
ば
し
２
月
号
、
新
入
学
者
申
込
み
は
３
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

５
月
か
ら
は
各
公
民
館
と
の
共
催
事
業
で
あ
る
「
親

子
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
」
が
始
ま
り
、
７
月
と
10
月
に

は
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
親
子
で

ク
ッ
キ
ン
グ
！
」
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
に
よ
る
「
超
初
心
者
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
学
習
会
」

や
「
基
礎
だ
け
エ
ク
セ
ル
講
座
」
を
実
施
予
定
で
す
。 

ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
旭
川
７
階
に
あ
る
シ
ニ
ア
大
学
の

講
座
室
で
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
「
ま
ち
な
か

講
座
」
（
土
曜
日
開
催
）
や
「
市
民
ま
な
び
講
座
」
（
不

定
期
開
催
）
も
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。 

事
業
申
込
み
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
さ
ひ
ば

し
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 

公
民
館
事
業
課
事
業
係
主
催
事
業
の
紹
介 

「燃えろ冬！みんなで雪遊び」の様子↑ 

←昨年度の「ふゆハイキング in見本林」の様子 

角の無い，まあるいおもちです。 百人一首地域交流会です。 


